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旧甲州街道を柴崎市民体 fi 館に向かって五〜六十 E 進み、 
細い路地を右折すると、突き^!たりに F 和田地藏堂がありま 
す。現在の地に安置されたのが大正四年、お觉の中には延命 
地蔵が二体並んで祀られています。昔、この辺りが下和 m と 
呼ばれていた頃から、このお地藏様のもとで念仏講があり、 
いまでも二月一日の天道念仏の H には、お供え物を手にした 
近所の方がかわるがわるお参りをされています。 

以前に話を聞いたお年寄りの方々によると、幼い頃、泥で 
団子を作りお供えの真似事をして遊んだり、若い衆が夜中に 
担ぎ出してよその家の入 n に立たせたりと、お地钺様はこぅ 
したいたずらの遊び相手になつていたそぅです。また、歯の 
痛む時は大 a を煎ってお堂の下に埋めると、不思議と痛みが 
消えてしまつたりと、下和田の人びとの暮らしになくてはな 
らなかつたお地藏様の姿がうかがえます。 

立川民俗の会尚«千鶴 T - さん♦談 
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北海道河東郡 
上士裉町 


台風の粗土産、埘水した音£川を徒涉するこ 
と一!度。陡黄の矣いを相りに流失した林遒を 
上りやつとの思いでたどり*いた「岩問の麻」 
川からのバケツリレーで漘を塊める作業もま 
た楽し。風： C を喰すこと、これ体力暁〇なり U 




【平田2温泉】 

北海道爾志郡熊石町平 

平田内川上流の， H 然の W & の芘み 
に满 dll と*を满たしている。 ft は 
ょく熊が*舟に S かっていたので 
「熊の*」と呼ぶ。沢の iac . 日、木漏 
れ日、自然のゆらぎにつつまれな 
がら、今でも熊が訪れるといぅ野 
趣满点のさらりとした fft を浆しむ。 


•えくてびあんレポー 


野二趣キテ風呂ヲ喷ラフ 


「えくてびあん的野天風呂考」のススメ 


自然を借 m に湯を楽しむだけならば、 S 泉衍の風呂で事足りるのだが、 

山野に海に自喷する温泉を探し求めてめぐらす野天風呂考もまた格別なものである。 
今秋は台風による大雨に林道が流出してしまう^態に陥り、 

熊出没注意の立札を横：：：：でにらみ10水した川を渡る。 

行き着く先の温泉が冠水していてもこれも良しとする。 

運良く湯舟が見つかれば、 

この港を探しあてた先人達に感謝して、さつそくごちそうになる。 

大自然のゆらぎのメロディーに身をまかせ、 

大地の恵みの港を心で味わうことこそ、えくてびあん的野天風呂考の極怠とせん。 


【水無海浜温®】 I |?| ® 

見も生悄の！！！天横搽に半減。干潮と*なり漘 

は热く、宕間には茹だったヵーーが何匹も見つ 

かる。海と*舟の往復を雉度と茧ね、寄せる 

波の音を楽しむ。これぞ明»呂の俺&なり。 





【網«|温泉】麗 Sr 【川原毛人斟滝 】 li 


雨が降る中に出迎えてくれた「仙女の湯」は 

%淹を背に白！ e した«赉泉を滿たしている。 

驵に手拭いを簌せるという行動が、*の中で 

は必要に迫られてであることを知る t 火照つ 

た体に落ちてくる兩粒、これまたここち良し。 


日木三大 S 地.川®毛地 a から浼き出る滋が 

川となり、落差 205 の大»滝を形成。レモン 

をかじったよぅな強*性泉の水しぶきが H に 

しみる。この川全てが温泉である。思い思い 

の川辺で*を楽しむ*沢、自然の忠みに®紺" 
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人がゐて、街があります 
あなたがゐて、立きがあります。 
そこにちょっとだけ、えくてびあん！ 
リストのお店にはいつでも、えくてびあん！ 


今月は . 砂川町. B±MK _ 
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〈マイバンク〉が 
ノ^ —トナー 

心のふれあいを人切にします 
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♦ » の粍蓽から味入小物 i : J のグズまで 拳 
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•千世ヨー a パの ( a 統的な古棄 

胩から手作りのもの! r で喵々な 
褰器今用い「ロバの柑界 J 
出させる 9/30. アミ i たらか 
t > •ロバの s 銮座ク•:；族 ノグの空 

扭诌餐会 j より 


• ロハの含炎里』メンバー左/! • 
ら*田りぐまさん（手右 ^#>n 
明さん（徕.大再5ふみさん松 
本さん上野哲生さん.吾田水子さ 
ん•クリストフ*7^ — • ハーディさん 



, 

加/ン 





“ロバ”のようにゆっくりと、 
いつしか唯一無比の吟遊楽 E 




r カテリーナ古楽合奏団 j 「ロバの音楽座」主宰 

松本雅隆さん 



「松本雅隆 j と圚いてヒンと釆なくとも、 ra パの」と圚けは“あああの…"と気づく人 
は少なくないだろう u 幸 ff ]6 丁目玉川上水のほとりに建つ不思讁な音楽小屋丨ロバハウス 
5拠点とし、全国 •; ♦々滴々さらに逸く海外までまるで旅芸人のように子供たちに夢と6 
楽を運び続けている’ロハの音楽座！松本雅纔さんはその主宰者である 
9月30日にアミユ-たちかわで行われた公澳には1000人もの親子連れが謎めかけた。そ 
こで子供たちは.時にじ t とステージを凝視し、時に高らかに歌い手を叩く〇それは音楽 
演劇といった範唏を超え、まさに r ロバの世界』としか云いようのないところまで昇眾させ 
たものであった:，子供たちに唯一無比の笑顔を与える••ロバ”の話を.た•ぶりと伺った。 


し耷 


たな！」なんて云い合って(笑 C 
松本それは雄しいなあ(笑〇 
立幷使らでさえこうなんだから 
子供たちにしてみたら、昨： n の夜 
は大変だったんじゃないかな。 

松本それ atl - i ® しいですね。 
我々がいつも舞台を作る1:で X を 
つけてるのは、「この場で < i -7 l : 結させ 
てはいけない」ということなんで 
す。なにかクエスチョンを残して 
おくとい、っかノ 

立井ああ，舞台ですべてを甜っ 
てしまうのではなくて。 

松本ええ、何かを持ち帰っても 
らって、宋庭や生活の中でふくら 
ましていって欲しい-!® f 家族 
で活し合ってくれるとか • 亡分も 
«器を演奏したいと思ってくれる 
とか。そう! Is じてくれる舞台を作 
ることが、我々にはとても人亊な 
ことだと思いますそんな f - 供た 
ちの姿を想 ft するとゥキゥキして 
くるんですね(笑〇 
立井これも四 P さんともお詁し 
たことなんですが、俟は•何かひ 
とつ•鉱脤 J のょうなものに出会 
えれば、人問はそれで生きていけ 
るんではないかと思うんです”特 
にア—ティストの場ムロはそれに出 
公えるかどうかというのは > c きい 
松本さんの垅 fr 、それが逢楽であ 
り、古楽器であり、そしてまさに 
rn バ J の话觔ではないかと 
松本なるほど•鉱脈ですか。そ 
の M リだと思います。私の is 合 a 、 
鉱脈に出ムぞっには出会ったけれど、 
それを掘っても中々核心には至ら 
なかったもちろん今でも«むこ 
とは多々あるんですが、でも tt 近 
は「この線だな」とい、つ感じはし 
てるんです。 

立并ええ，昨 H の公演からも、 
その®じはとても te わつてきまし 


た-鉱脒を得た人の強さというか。 
これまで共演されてきた方々、山 
下洋粞さんにしろ、谷川俊太郎さ 
んにしろ i 强い鉱哌を持って 
いる T I ティストばかりですもの。 
松本ええ。さつきも話題に出ま 
したが*きらんと自分の： lrl # をし 
やべ0ている、というか。 

立幷そうですね。 H い変えれば、 
どんな時でも「私」がある。速说 
さとい >2? n * を越えて、心の中の 
「私—をちやんと見つめている 。 K 
本さんの「私 I を•昨夜 a に 
堪能させていただきました" 

松本特に音楽というの a 、 人に 
莘榀成 ^ v ^ f えるものだと思うんで 
す音は lg 接細胞に触れるもので 
すから•演じている f が*しん 
でいないと、ちやんと「私」がな 
いと [ A わ^ H せんから。そうじや 
ないと••曾楽がつまらなくなつて 
しまいますからね。 

立井今：！の公演は「たらかわの 
S -& 楽祭」の•現として、それを 
铕めくくる催しとしてあつたわけ 
ですが•市民文化ということにつ 
いては，どうお fx . ですか= 

松本今回、市民の方の违夼憋の 
強さ aT 想以上でした。こういう 
催しは決して特殊なものではない 
.んですね U 我々も余国を公演して 
a りながら、様々なヶースに出会 
つてきたんですが、こういう連带 
感というのは小さな町や村になる 
ほど強いんです。立 ill ぐらいの抓 
市になるとそれが本当 vlfit しいん 
ですが、今回は皆さん一生脚 H 叩で 
本当にょくまとまつているなあと 
感じました。 

立#そうですか。これをき：か 
けに、また新しい一歩が生まれれ 
ばいいですね。 Jft 後にずつと気に 
なつていたことをひとつ。「ロバ」 



という名の由来はどこから来たん 
ですかり実は1*も D バには I 方な 
らぬ想いがあつてね、スペィンの 
詩人ヒメネスが#いた f ブラテ— 
口とわたし J という作品などは、 
もう必携#なんですよ C 
松本ああ*きつと近い空：？ T たと 
思います。我々の「ロバ‘ a •中 
世 m 丨 D ッパに fi ;- わる^诗人の 
歌「ロバの詩」からとつたんです。 
ど、つも D バとい W っのは昔から「、っ 
すのろ、間抜け， I の代名詞といつ 
たニュアンスで使われていたよう 
なんですが、この歌1:發場する D 
バも、歌うことは下手。それでも 
すべての人をやさしく包む"そん 
なィメ —ジなんですね"我々も C ; 
パのように，大きな耳を立てて、 
多くのことを感じながら、ゆつく 
りゆ〇くり行こうと。 

立幷ロパ_いいですねえ{笑) 

一*10月1日ぎ V らり I rn 」 にて) 


東風 


栄町の r 登苒鲔 j さんへ伸って 
お屋さんの生活を根 *1 り衆掘り 
聞いてきた鲍は斩鲜な材料の仕 
人れがものをいうのは当然で、そ 
のためには朗五時起きだそうであ 
る。夜は十二時 i で店を閑けてい 
るので、後斤^:を済ませて、一 
K 、 s るのは二時になってしまう 
そうである商売とはいえ、よく 
ぞ身体がもつもんだと感心せざる 
を捋ない ♦ 午後一•時から夕方の五 
畤までは暖簾をおろしてはいるが、 
仕込みその他の®^があってなか 
なか体めない—それでも時には& 
«をするそうである <-* 団就戳か 
ら身を起こして、今日に至る道は 
ひと筋禅ではゆかなかったであろ 
う M JT - 息はいま商校生だが「父 J 
の背中を見て宵ったこと勿瑜であ 
ろう♦中学を f する時に、一人 
•人•将来の夢を発表する故会が 
あったそうである。ご i はその 
時にきっぱりと云ってのけたそう 
である。「ぼくはお父さんを¢§4 
しているから、お父さんのあとを 
継ぎます！」。 igs のきつさは 、 te 
n 見ていて先刻ご存じであろうが、 
それを厭わないほどに，わが父を 
9软している親子の話を M 年ぶり 
かで聞いたような^がする♦今の 
• I 供は根性がない、 ffi 神的に幼い 
などの話なら、毎日のように飛び 
込んでくるそんなマィナスの評 
価をものともせずに、わが道を邁 
進している子がいる。むしろ大人 
たちよ、 S はどうなんだ、と問い 
掛ける： n があってもいいように思 

う♦その虫の ft くとき夜風え 

くてびあん 

(«»〕油彩 r 公園 gl 夫 

:第 1 4 SI 多摩格念*«孩入 IK 作品} 

• *§; effl » 男小林¥内*¢子— S 良 

山田9子太久 IMI 念 ffi #5 wt + 

1 ¥ ;7 !ewlK 


計えくてびあん第172号 


発行所 

1ャ 


月 

孟 + n 月 I 日発行 

えくてびあん*篓 HR 

撕立川ホ曜»12-17-5 

杉田ビル 6 F Tm 咖 

霉 S 〇四二:528!0082 

FAX 〇四二効006 U 

钃篥発行人 

立 i 介 

印 3 E 所 ㈱ 大餍社 




立井松本さん、昨 ： n I 九！：：：三十 
日.アミユ—たちかわ公演)は本 
当に楽しませていただきました。 
いやあ、大きくなりましたねえ J 
松本え、，大きい1--ですか？ 

立井ええもう十年以上前にな 
-〇ますが、えくてびあんを » j 刊し 
た頃'松本さん一 ; iil 度インタビ 
ユ t したことがあつたでしよう。 
正 S 云うとその時は rp パの眘柬 
唣(以下 r ロバ j こがこんなすご 
いグル—ブになるとは、^く思つ 
ていなかった。 

松本ははは <笑>。 
立幷昨： n の公演を観 
せていただいて、 &* 
的にも、表現としても、 
とでも大きくなられた 
なあって。後はかつて 
の自分の目の不確かさ 
を反省しま. 

松本いやいや、とん 
でもない私自身は、 
以前から何も変ってい 
ないと思ってるんです。 
ただ，周りが自分の夢、 
やりたいことを受け入 
れてくれるようになつ 
てきたなとは思つてる 
んですね"社会全体が、 
こうい，現に耳を傾 
けてくれるよう U なつたとい、っか。 
立井ああ、それ; i とても#福な 
«じ方ですね。 fh 会の方から目を 
向けてくれたと云えるのは，松本 
さんの今の ffl 神の状態が、とても 
「良い」ところ1:あるということ 
を^: J ますりきつと僕が知らなか 
つたこの十数年•松本さんはアー 
テイストとして、紊啃らしい時101 
を送られたんじゃないだろうかと 
想 fft がつきます0 
松本そうで L ようか(笑) 

立井たとえばこれまで 〔 a バハ 
ゥス j で a 、 lll 下渾補さんや tfjll 
後太郞さんなどといつた、たくさ 
んのアーテイストとも共演されて 
ますよね，ああいつた背^の表現 
者が"松本さんのところに f つ 
てくるというのもわかるような^ 
がするんです d つと彼らの中に 
も、松本さんに共®する何かがあ 
るんじゃないでしようか。や a り" 
自分の1 i 9 f 向分の表现をされて 
いるということなんでしようかじ 
松本私自身はともかくとして、 
彼らを a て米哦らしいなあと思う 
ところは、偕物ではないというこ 
となんですね。西洋の倍物文化を 
打ち破つていこうという、そうい 
う姿勢にはとても共感します1 
立幷 -:.' l .: t : 「ン， 
したいんですが、まず W いたのは、 
子供たちが一時間半という長： Jift 、 
is 後までずっとステ—ジに * 中し 
てたということなんです。®は以 
前、人間の集中力の限界というの 
は「三十五分」だという話を聞い 
たことがあつて"そう考えると" 
時明4^の阀、1-供たちの氕持 
ちを引き；ておくというのは" 

並人抵じゃできないでしよ•っ’ 

松本データとしてはあるようで 
すね。実は r ロバ j を始めようと 
思った一つのきっかけなんですが、 
私- y # が lit の中にある「子供向け」 

といわれる&楽を鸱いて、 ir うも 

f 供に村して « s びてるなあと感じ 

たからなんですね。 

立幷蝴びてる？ 


松本ええ"•ナ供ですから、 - tr い 
物や刺激のある物にはすぐに飛び 
つく。でも、それは どうも 逢 うん 
じやないかなという! S 觉がずつと 
あったんです。逆に子供を馬鹿に 
しているんじやないだろうかと。 
我々の埸 ft - は、たとえば幼児の前 
でも、初期の頃から一時間ぐらい 
は平 51 でやつてました n •それが不 
思諶と、みんな ift 後までちやんと 
蹄いてるんです。人形刺や他の•催 
しではこんな風にはいかないって、 
親や先生も^思 5 ft がるくらい。 

立井それは確かに不思泷ですよ 
どうしてなんでしよ、 A ねえ。 

松本実は、我々もわからないん 
です(笑)。色々 fx てみたんです 
が"たとえば私たちは f カテリー 
ナ{古^::赛団) J というのも •« っ 
てるんですけれども、そこでは中 
敗の十：：い楽 S を演奏してるんです- 
それらの嚷器は rD パ」 の舞， H で 
も使つてるんですが、その素朴な 
音、人工的ではない g - に秘密があ 
るので a ないかな、とか 
立#「媚びた」 S - ではないです 
からね。 

松本ええ"でも本 a のところは 
今もわからないんで- k ただ何と 
なく感じるのは•こちらの想いと 
いうか、波長の出し方さえ考えれ 
ば、， i * 供たちはらやんと受け止め 
てくれるんじやないかなと。^供 
の集中力というのは，そんなはい 
もんじやないなと思いましたね。 
立#さらに松本さん、子供たち 
がステ ー ジに合わせて，0然に歌 
い出したり、^を叩いたりしてい 
くでしよう，舞台と_や一体化 
させるあの力•あれも.®きました r 
松本それはやっばり経験でしよ 
うね、たくさん公演を£ねて得た 
ものだと思います"北は推内から 
南は沖純まで^国を迴って"そう 
して旅していく中での！ t 台での経 
験でしようね®でもそもそもそれ 
が、音楽の持つ本来の力だと思う 
んです。解放されていくというか 
……。確かに昨： n は f にいい空 
氕でしたねえ-家族で*しもうと 
いう感じで来てくれた方が多かっ 
たようで、そういう空気は舞台で 
もわかりました-メンバーも皆* 
もっと長くやりたいね、なんて云 
つてたくらいです" 

立幷先月号でクラリネット奏 ff 
の四戸 It 紀さんと：^したんです 
ね：四戸さんが今一番寂しいと云 
っていたのは‘素 W らしい?！6奂を 
眯いたり観たりした後、その余韻 
を楽しむ「蜴」や r 饯会」が日本 
にはないということなんですよ。 
ペルリンにいた頃は、そういうこ 
とがとても楽しかつたって。 

松本ええ、ええ。 

立井それで昨夜は僕らも，公演 

を親た後一 r 描- Ife 部みんなで apffi 

屋に撖〇出してね。， D パ、よかつ 


輸写， v 腹 

ゆし中しんぶくと较む心 

に也つている二とを残らず相 

手に站すこと.«灾を卟葙す 

ることをいう， 

輪は，移す、中身を取り出 

す®-輪 7 >は、心を写してそ 

のまま旃してしまうという ^ T 


心 

ぅ： 


拽は . w と典、心の中とい 

である 

「心肝备く J 、 rw 心— 

き肝胆を褊す—などの冋费捃 

がある" 



砂川町 富士見町 








































































































画 • 辻もと以 


たみ f さんのぅた 3 


詩•渚水たみ子 


蟻 

日かげから日なたへ 
蟻があるいていく。 

蟛は 

太陽をしらない、 

空の深さをしらない、 

地球をしらない。 

ほそいひげで、 

あしで、 

小さな小さな眼で、 

さぐる宇宙はどんなかたち？ 

詩染「かたつむりの詩」{かど供房刊)より 







